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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 35 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ Ｈ２２ H２７

人／月 Ｈ２２ Ｈ２７

都道府県名 群馬県 明和町
めいわまち

川俣駅周辺地区
かわまたえきしゅうへんちく

計画期間 交付期間 27

川俣駅周辺住民と駅利用者の利便性・安全性の高い交通環境の改善を図るとともに、鉄道により分断された東西市街地の一体化によるふれあい・にぎわいの交流拠点づくり
・東口駅前広場の開設と東西連絡通路の整備により、駅へのアクセス性、利便性を向上させる。
・公共交通の利用を促進するとともに、他地域との連携を図り、地域情報を集約した魅力ある駅前広場と駅周辺の活性化を目指す。

　本町は、南は利根川、北は谷田川に挟まれて、東西１１ｋｍ南北３ｋｍと細長い地形で人口約１１,６００人を有する小都市でありまして、本地区は、町の中央部を東武伊勢崎線が南北を貫き、川俣駅を中心として８６ｈａの住居系の市街化区域が指定され
ている町の中心部に位置しています。本地区の西方には１００ｈａを超える工業専用地域が指定され、大小４０社を超える企業が集積しており、東方には役場をはじめ文教施設及び社会福祉施設等の公共公益施設が集約配置されています。このため、そ
の中心に位置する川俣駅は、毎日多くの利用者があり、町の玄関口となっています。
　また、川俣駅は、本地区の東西軸となる２本の県道の接続点であることから、重要な交通結節点となっています。しかし、この県道は、駅に接続しているものの、歩道すらも設置できないほど道路幅が狭い上、踏切部の道路線形が非常に悪いため大型
車だけでなく、乗用車同士でさえもすれ違いが困難な状態であります。特に朝夕の通勤ラッシュ時等には、送迎車両、通過車両、歩行者、自転車などが錯綜し非常に危険な交通状況が発生します。
　さらに、川俣駅前には駅前広場が無いため、利用者にとっては不便な状況にあり、駅としての機能が低いだけでなく、このような都市機能の不備は、街の魅力を完全に奪っています。
　このため、町では昭和５３年から駅周辺整備について検討を開始し、地元関係者などと事業検討を行いましたが事業実施には至りませんでした。その後、平成９年には、町の中心部に流入する大型車や通過交通を排除するため、市街化区域を囲むよう
にして、都市計画道路を計画し、平成１１年に駅周辺整備について再度検討を行い地元調整しましたが、やはり地権者の了解が得られなかったことなどから事業化に至りませんでした。　町としては、平成１７年度からの第５次明和町総合計画及び明和町
都市計画マスタープランにおいて、川俣駅周辺整備を町政の主要課題として掲げ、再度事業着手に向け取り組みを開始し、平成１８年度には、広域的な見地から計画案の妥当性を検討し実現性のある計画案を策定するため、町議会、関係行政機関及
公募者などにより組織される川俣駅周辺地域の整備に関する調整協議会を立ち上げ、平成２０年には一般公募者や地域関係者などで構成されるワーキング部会も立ち上げ、ワーキング部会で計画を立案し、調整協議会で計画案を審議する体制で計画
策定を進め、平成２１年３月に駅周辺の骨格となる整備計画を策定いたしました。
　しかし、現在の川俣駅の利用者については、通勤通学での利用がほとんどであり、都心部から１時間という地理的条件に恵まれているにもかかわらず、交流人口がほとんど無い状況です。川俣駅は、利根川まで約１．５kmとほど近く、徒歩でも約２０分
の距離に位置しており、利根川河川敷には利根川総合運動場、堤防上にはサイクリングロード、利根川に架かる昭和橋上からは上毛三山や富士山などが一望できる景観、江戸時代に利根川の関所や輸送で栄えた川俣宿など多くの観光資源があるに
もかかわらず、駅前広場や地域の情報発信を行うことのできる施設がないことから、その潜在能力を十分に発揮できない状況にあります。今後は、これらの課題を解消するため、駅を活用したまちづくりについて、ワーキング部会メンバーや駅周辺のまち
づくりに関心を持った関係者等とともに検討していく予定です。

　川俣駅は、現在、東西駅前広場及び駅周辺のアクセス道路が整備されていないので、安全性及び利便性を向上させるため、アクセス道路整備、東西駅前広場の開設と東西自由通路の整備により、交通結節点機能を強化する必要があります。
　川俣駅へは、基幹道路の県道が東西両方向から接続しており、通勤ラッシュ時には、駅前広場のない西側の改札口に送迎車両と通過車両が集中して交通渋滞を招いたり、歩道の整備されていない道路上で乗降したり、大変危険な状態なので、利用
者の安全確保をするための駅前広場を整備する必要があります。
　駅周辺は町の中心であるとともに、町の商業拠点の核として、人が集い、にぎわう集客機能の充実が求められているため、東西にある都市機能を一体的に利用できる空間を創出するとともに、他地域と連携した交流拠点を形成し駅周辺地域を活性化
する必要があります。駅を核として、交流人口の増大を図るため、町内にある観光資源の再発掘や情報発信を行う施設整備を行う必要があります。

　明和町総合計画では、町の顔である川俣駅を中心とした周辺地区を整備検討することが謳われていることから、交通結節点機能や基盤整備などの都市機能の充実を図る。
　明和町都市計画マスタープランでは、本地区は「多くの人が交流するにぎわいのある中部地域」を将来像とし、「良好な住宅地の形成」、「駅前広場の整備」、「商業施設の立地」、「交流人口の増加」をまちづくりの目標としていることから、東西一体化に
よるふれあい・にぎわいのある交流拠点機能を向上させるとともに、地域情報を集積したにぎわいのあるまちを目指す。
　駅の利便性の向上と駅周辺の整備効果による定住人口の増加を目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

観光交流施設利用者数 施設利用者数を計測する にぎわい空間整備の事業効果を計る 0人／月 300人／月

駅周辺の満足度 駅周辺居住者や駅利用者へ、駅周辺の満足度を調査する 駅前広場や自由通路等の整備による事業効果を計る 12% 45%



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

＜都市再生整備計画の整備方針等＞
【記入要領】

・必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（交通結節機能の強化）
　駅利用者の利便性の向上を図ると共に、公共交通施設（シャトルバス）で結ばれた隣接市町との連携を図り、交通結節機能を強化する。

【基幹事業】
道路：東口駅前広場、町道２－２７４号線、東西自由通路
地域生活基盤施設：観光案内板等、自転車駐車場
高質空間形成施設：シェルター
【提案事業】
地域創造支援事業：西口公衆トイレ・待合室整備事業
【関連事業】
地域活力基盤創造交付金
社会資本整備総合交付金事業
川俣駅東口駅前広場整備附帯事業
町道２－２７４号線道路改良工事附帯事業

整備方針２（明和町の玄関口にふさわしい交流拠点づくり）
　東西駅前広場を繋ぐ自由通路等の駅関連施設の整備を行うとともに、駅周辺利用者と来町者が情報交換できる観光交流施設を整備し、買い物やイベ
ントなどで集いにぎわう魅力ある交流拠点機能を形成する。

【基幹事業】
道路：東口駅前広場、東西自由通路
地域生活基盤施設：観光案内板等
【関連事業】
観光交流施設整備事業

駅周辺を中心とした活性化を図るとともに定住化を促進するための取り組みとして、地域特産物や耕作放棄地などの活用の検討を行う。（新商品開発等）

・「計画区域の整備方針」欄は、目標を達成するために具体的に何をするのかを簡潔に箇条書きするとともに、欄の右にある「方針に合致する主要な事業」欄に、本計画に位置付けられている事業の
うち当該整備方針に合致する主要な事業の事業名を記入すること(１つの事業が複数の方針に合致することもあり得る)。

・「その他」欄は、都市再生整備計画に関する事項として、特筆すべき内容があれば記載してください。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

明和町 直 A=2,490㎡ Ｈ２３ H２７ Ｈ２３ Ｈ２７ 266 260 260 260

明和町 直 L=100m Ｈ２３ Ｈ２７ Ｈ２３ Ｈ２７ 79 78 78 78

明和町 直 L=40m Ｈ２３ Ｈ２７ Ｈ２３ Ｈ２７ 574 574 574 574

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

明和町 直 ３基 Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７ 2 2 2 2

明和町 直 1箇所 Ｈ２７ H２７ Ｈ２７ Ｈ２７ 4 4 4 4

高質空間形成施設 明和町 直 ４基 Ｈ２７ H２７ Ｈ２７ Ｈ２７ 16 16 16 16

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 941 934 934 0 934 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

明和町 直 A=60㎡ Ｈ２６ H２７ Ｈ２６ Ｈ２７ 63 39 39 39

明和町 直 － Ｈ２７ H２７ Ｈ２７ Ｈ２７ 4 4 4 4

合計 67 44 44 0 44 …B

合計(A+B) 978

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
明和町・進める会 群馬県 ○ Ｈ２２ Ｈ２２ 3

群馬県 国土交通省 ○ Ｈ２３ Ｈ２４ 317

群馬県 国土交通省 ○ Ｈ２５ Ｈ２８ 410

明和町 明和町 ○ Ｈ２７ Ｈ２８ 5

明和町 明和町 ○ Ｈ２７ Ｈ２７ 1

明和町 明和町 A=120㎡ ○ Ｈ２６ Ｈ２８ 34

合計 770

直／間 規模

事業分析調査 －

事業

川俣駅西口周辺

社会資本整備総合交付金事業 上中森川俣停車場線中谷工区

交付対象事業費 978 交付限度額

細項目
事業 事業主体

390.5 国費率 0.4

交付期間内事業期間
事業箇所名 直／間 規模

（参考）事業期間

道路

地域生活
基盤施設

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体

観光案内板等

自転車駐車場

川俣駅東口駅前広場(町道２－２７４号線)

町道２－２７４号線

東西自由通路（町道２－４９３号線）

シェルター

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

－

事業活用調
査

西口公衆トイレ・待合室整備事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

まちうち再生総合支援事業 川俣駅周辺

町道２－２７４号線道路改良工事附帯事業

川俣駅東口駅前広場整備附帯事業 川俣駅東口

町道２－２７４号線

地域活力基盤創造交付金

事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

観光交流施設整備事業 川俣駅西口

統合したB／Cを記入して



都市再生整備計画の区域

　川俣駅周辺地区（群馬県明和町） 面積 35 ha 区域 明和町中谷の一部、新里の一部、南大島の一部

川俣駅周辺地区（３５．０ha）



駅周辺の満足後 （％） 12 （22年度） →  45 （27年度）

観光交流施設利用者数 （人／月）  0 （22年度） → 300 （27年度）

　川俣駅周辺地区（群馬県明和町）　整備方針概要図

目標

　川俣駅周辺住民と駅利用者の利便性・安全性の高い交通環境の改善を図ると

ともに、鉄道により分断された東西市街地の一体化によるふれあい・にぎわいの
交流拠点づくり

代表的な

指標

□提案事業（事業活用調査）
事業分析調査
事業主体 明和町

○関連事業
地域活力基盤創造交付金
事業主体 群馬県

■基幹事業（道路）
東西自由通路
（町道２－４９３号線）
事業主体 明和町

■提案事業
西口公衆トイレ・待合室整備事業
事業主体 明和町

都市再生整備計画区域 35.0ha

県道矢島大泉線

県道上中森川俣（停）線

国道１２２号線

明和町
役 場

県道麦倉川俣（停）線

東
武
伊
勢
崎
線

基幹事業

提案事業

関連事業

国道

県道

町道（幹線）

凡 例

■基幹事業（地域生活基盤施設）
観光案内板等
自転車駐車場
事業主体 明和町

■基幹事業（高質空間形成施設）
シェルター
事業主体 明和町

■基幹事業（道路）
川俣駅東口駅前広場
（町道２－２７４号線）
事業主体 明和町

■基幹事業（道路）
町道２ー２７４号線
事業主体 明和町

○関連事業
観光交流施設整備事業
事業主体 明和町

○関連事業
社会資本整備総合交付金事業
事業主体 群馬県

○関連事業
町道２－２７４号線道路改良工事附帯事業
事業主体 明和町

○関連事業
川俣駅東口駅前広場整備附帯事業
事業主体 明和町


